
JP 4394401 B2 2010.1.6

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　可撓性シース内に軸線方向に進退自在に操作ワイヤが挿通配置されて、その操作ワイヤ
の先端に撚り線ワイヤからなるスネアループが連結され、上記操作ワイヤを軸線方向に進
退操作することにより上記スネアループが上記可撓性シースの先端内に出入りして、上記
スネアループが上記可撓性シース外では自己の弾性によって膨らみ、上記可撓性シース内
に引き込まれることにより弾性変形して窄まるようにした内視鏡用スネアであって、
　上記スネアループが、前後両端において互いに接合された二本の撚り線ワイヤにより形
成されて、その先端側の接合部においては、上記二本の撚り線ワイヤが鋭角に交差する状
態で接合されたものにおいて、
　上記二本の撚り線ワイヤの先端側の接合部において、各撚り線ワイヤが一旦ほぐされて
各撚り線ワイヤを構成する素線どうしが互いに係合する状態にされてから、撚り戻されて
接合されていることを特徴とする内視鏡用スネア。
【請求項２】
　上記スネアループの先端側の接合部における上記二本の撚り線ワイヤの交差角度が１０
°以上である請求項１記載の内視鏡用スネア。
【請求項３】
　上記二本の撚り線ワイヤの少なくとも一方が軸線位置に芯線を有する場合に、その芯線
のうち上記先端側の接合部の基端より先側の部分が切除されている請求項１又は２記載の
内視鏡用スネア。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、内視鏡の処置具挿通チャンネルに通されてポリープを切除するために用い
られる内視鏡用スネアに関する。
【背景技術】
【０００２】
　内視鏡用スネアは一般に、可撓性シース内に軸線方向に進退自在に操作ワイヤが挿通配
置されて、その操作ワイヤの先端に撚り線ワイヤからなるスネアループが連結され、操作
ワイヤを軸線方向に進退操作することによりスネアループが可撓性シースの先端内に出入
りして、スネアループが可撓性シース外では自己の弾性によって膨らみ、可撓性シース内
に引き込まれることにより弾性変形して窄まるようになっている。
【０００３】
　そのような内視鏡用スネアにおいて、スネアループは、一本の撚り線ワイヤを先端で曲
げ戻してループ状に形成したものや、二本の撚り線ワイヤを前後両端部で平行に並べて接
合して中間部分をループ状に曲げたもの等がある（特許文献１）。
【特許文献１】特開２０００－８３９６３、図４及び図１
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、一本の撚り線ワイヤを先端で曲げ戻してスネアループを形成したものは、先端
の曲げ戻し部分で撚り線ワイヤがほぐれ易く、その結果、一回の使用で形状が崩れて耐久
性が非常に短くなってしまう場合がある。
【０００５】
　また、二本の撚り線ワイヤを前後両端部で平行に並べて接合して中間部分をループ状に
曲げたものは、二本の撚り線ワイヤが平行に並んでいるのがループの先端部分の自然形状
なので、スネアループが例えば可撓性シース内に引き込まれて窄まると、そのまま大きく
広がらなくなって性能が低下してしまう傾向が強かった。
【０００６】
　そこで本発明は、耐久性に優れ、しかもスネアループが安定して大きなループ状に広が
る内視鏡用スネアを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡用スネアは、可撓性シース内に軸線方向に
進退自在に操作ワイヤが挿通配置されて、その操作ワイヤの先端に撚り線ワイヤからなる
スネアループが連結され、操作ワイヤを軸線方向に進退操作することによりスネアループ
が可撓性シースの先端内に出入りして、スネアループが可撓性シース外では自己の弾性に
よって膨らみ、可撓性シース内に引き込まれることにより弾性変形して窄まるようにした
内視鏡用スネアにおいて、スネアループを、前後両端において互いに接合された二本の撚
り線ワイヤにより形成して、その先端側の接合部においては、二本の撚り線ワイヤを鋭角
に交差する状態で接合したものであり、スネアループの先端側の接合部における二本の撚
り線ワイヤの交差角度が１０°以上であれば十分な効果を得ることができる。
【０００８】
　なお、二本の撚り線ワイヤの先端側の接合部において、各撚り線ワイヤを構成する素線
どうしが係合し合っていると強度及びスネアループの膨縮形状の上で優れ、そのように構
成するために、二本の撚り線ワイヤの先端側の接合部において、各撚り線ワイヤが一旦ほ
ぐされて各撚り線ワイヤを構成する素線どうしが互いに係合する状態にされてから、撚り
戻されて接合されているようにしてもよい。
【０００９】
　また、二本の撚り線ワイヤの少なくとも一方が軸線位置に芯線を有する場合に、その芯
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線が先端側の接合部付近より先側の部分において切除されていると、二本の撚り線ワイヤ
の係合が容易である。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、スネアループを、前後両端において互いに接合された二本の撚り線ワ
イヤにより形成して、その先端側の接合部においては二本の撚り線ワイヤを鋭角に交差す
る状態で接合したことにより、撚り線の素線がほつれることなく接合長を短く形成して優
れた耐久性を得ることができ、しかもスネアループを一旦窄まった状態にしても再び大き
なループ状に安定して広げることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　スネアループを、前後両端において互いに接合された二本の撚り線ワイヤにより形成し
て、二本の撚り線ワイヤの先端側の接合部において、各撚り線ワイヤを構成する素線どう
しを係合させて、二本の撚り線ワイヤを鋭角に交差する状態で接合する。
【実施例】
【００１２】
　図面を参照して本発明の実施例を説明する。
　図１は内視鏡用スネアの先端部分を示しており、例えば四フッ化エチレン樹脂チューブ
等のような電気絶縁性の可撓性チューブからなる可撓性シース１内に、例えばステンレス
鋼撚り線等のような良導電性の可撓性の操作ワイヤ２が軸線方向に進退自在に挿通配置さ
れている。
【００１３】
　操作ワイヤ２の先端には、スネアループ１０を形成する二本の撚り線ワイヤ４，５が金
属製の接続パイプ３を介して連結されており、可撓性シース１の基端に連結されている操
作部（図示せず）において操作ワイヤ２を進退操作することにより、スネアループ１０が
可撓性シース１の先端内に出入りして、スネアループ１０が可撓性シース１外では自己の
弾性によって膨らみ、可撓性シース１内に引き込まれることにより弾性変形して窄まる。
スネアループ１０には、操作部側から操作ワイヤ２を介して高周波電流を通電することが
できる。
【００１４】
　スネアループ１０を構成する二本の撚り線ワイヤ４，５は各々、例えば３本のステンレ
ス鋼製の素線を撚り合わせて形成されており、二本の撚り線ワイヤ４，５の後端部分は接
続パイプ３内に並列に配置されているが、先端部分は鋭角に交差する状態に配置されて、
例えば、銀ロー付け、金ロー付け又はレーザースポット溶接等によって互いに接合されて
いる。
【００１５】
　６はその交差接合部であり、二本の撚り線ワイヤ４，５を交差接合部６において素線が
ほつれることなく、しかも短い接合長で接合することができるので、優れた耐久性を得る
ことができる。
【００１６】
　また、先端において二本の撚り線ワイヤ４，５が鋭角に交差した状態がスネアループ１
０の自然形状なので、スネアループ１０は、撚り線ワイヤ４，５が弾性変形して窄んだ後
でも、外力が作用しない自由状態になると十分に大きく膨らんだ形状に戻る。
【００１７】
　そして、交差接合部６における二本の撚り線ワイヤ４，５の交差角度θが１０°以上あ
ればそのような効果が十分に得られ、交差角度θが大きい程効果も大きくなる。ただし、
交差角度θが９０°以上になると窄まり時に破損し易い等の欠点が大きくなるのでθは鋭
角であり、スネアループ１０を窄ませたときの窄み方が不十分にならないことを考慮して
θの角度を選択すればよい。実用上、θは３０°～６０°程度の範囲に設定されるのがよ
い。
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【００１８】
　そのような交差接合部６は、二本の撚り線ワイヤ４，５を単純に交差させて接合しても
差し支えないが、図２に示されるように、交差接合部６付近から先側において各撚り線ワ
イヤ４，５を一旦ほぐして、各撚り線ワイヤ４，５を構成する素線どうしを互いに係合さ
せてから図３に示されるように各撚り線ワイヤ４、５を元の状態に撚り戻し、それから二
本の撚り線ワイヤ４，５を交差接合部６で接合するとよい。
【００１９】
　そのようにして、各撚り線ワイヤ４，５を構成する素線どうしが交差接合部６で係合し
合うようにすることにより、二本の撚り線ワイヤ４，５の結合強度が著しく向上すると同
時に、例えば図３におけるIV－IV断面を図示する図４に示されるように、交差接合部６に
おいて二本の撚り線ワイヤ４，５が合体して均等な断面形状が形成され、スネアループ１
０の膨縮形状の安定等に好影響が得られる。
【００２０】
　なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば撚り線ワイヤ４，５の少
なくとも一方が７本撚りのよう軸線位置に芯線を有する場合には、芯線を交差接合部６よ
り先側の部分において切除してしまうと、二本の撚り線ワイヤ４，５の係合が容易である
。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】本発明の実施例の内視鏡用スネアの先端部分の正面断面図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡用スネアのスネアループの二本の撚り線ワイヤの交差接
合部における係合工程の状態を示す正面図である。
【図３】本発明の実施例の内視鏡用スネアのスネアループの二本の撚り線ワイヤの交差接
合部の正面図である。
【図４】本発明の実施例の内視鏡用スネアの図３におけるIV－IV断面図である。
【符号の説明】
【００２２】
　１　可撓性シース
　２　操作ワイヤ
　４，５　撚り線ワイヤ
　６　交差接合部
　１０　スネアループ
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